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桜の満開の時期にあわせ、町内の保育園、小・中学校で入園・入学式がおこなわれました。

保育園児42名、小学生40名、中学生56名が夢と希望を胸に入園・入学されました。
多くのお友達をつくり、楽しく、また充実した園・学校生活を送ってくださいね。

（保育園入園式） （保育園・年長のお兄さんお姉さんが歌で歓迎）

（小学校入学式） （中学校入学式）

5

ご入園・ご入学おめでとうございます。



2Heart Full Information 広報あんど

●　議　　会 ●

平
成
20
年
度
当
初
予
算
な
ど

○
安

町
母
子
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
【
可
決
】

○
安

町
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

【
可
決
】

○
安

町
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
可
決
】

前
記
、
４
条
例
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
「
老
人
保
健
法
」
が
本
年
４
月
か
ら

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、

所
得
制
限
の
明
確
化
、
助
成
要
件
の
適

用
除
外
、
年
齢
制
限
65
歳
未
満
の
撤
廃

等
、
該
当
箇
所
に
つ
い
て
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

○
安

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
【
可
決
】

「
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
基
づ
い
た
改
正
で
、
葬
祭
費

扶
助
を
「
１
万
円
」
か
ら
「
３
万
円
」

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
19
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
（
補
正
第
８
号
）

【
可
決
】

・
補
正
額

９
２
６
万
８
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

28
億
１，

２
５
５
万
８
千
円

・
主
な
補
正
内
容

補
　
正
　
予
　
算

平
成
20
年
第
１
回
安

町
議
会
定
例

会
が
３
月
11
日
（
火
）
か
ら
21
日
（
金
）

ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。冒

頭
に
島
田
町
長
か
ら
新
年
度
に
お

け
る
重
点
施
策
を
中
心
に
所
信
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
人
事
案
件
、

条
例
制
定
・
改
正
案
、
補
正
予
算
案
、

新
年
度
予
算
案
な
ど
各
議
案
等
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
年
度
予
算
案
９
件
が
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
21
日
の
本
会
議

で
各
委
員
長
か
ら
審
議
結
果
の
報
告
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

（
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。）

《
町
長
提
案
》

○
安

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

人
　
事
　
案
　
件

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

【
同
意
】

平
成
20
年
３
月
29
日
で
任
期
満
了
と

な
る
嶋
田
賢
造
氏
（
西
安

）
を
再
度

選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

を
得
ま
し
た
。

○
安

町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
【
可
決
】

安

町
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
に

つ
い
て
の
事
務
、
保
険
料
、
罰
則
等
を

規
定
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
安

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
【
可
決
】

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
同
様
に
保

険
料
の
納
期
の
期
別
を
６
期
か
ら
８
期

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
安

町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
【
可
決
】

条
例
改
正
等

平
成
　
年
　
第
１
回
安
堵
町
議
会
定
例
会�
20

平
成
　
年
　
第
１
回
安
堵
町
議
会
定
例
会�
20

平
成
　
年
　
第
１
回
安
堵
町
議
会
定
例
会�
20

町
広
報
紙
印
刷
費

22
万
１
千
円

電
算
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

２
０
５
万
８
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金１

８
１
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

４
０
５
万
９
千
円

ひ
び
き
給
湯
ユ
ニ
ッ
ト
修
繕
料

１
１
２
万
円

・
繰
越
明
許
費

３
６
０
万
円

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
）

○
平
成
19
年
度
安

町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
補

正
第
２
号
）

【
可
決
】

・
補
正
額

４
６
１
万
２
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

８
億
１，

５
９
１
万
３
千
円

・
主
な
補
正
内
容

県
国
保
団
体
連
合
会
負
担
金１

０
９
万
円

電
算
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

３
５
２
万
２
千
円

○
平
成
19
年
度
安

町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
補
正
第

２
号
）

【
可
決
】

・
補
正
額
２，

１
７
２
万
２
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

７
億
９，

４
１
８
万
８
千
円
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●　議　　会 ●

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
【
可
決
】

・
総
額

７
億
９，

２
０
０
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　
　
【
可
決
】

･
総
額

８，

５
０
０
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

･
総
額

３
９
３
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　
【
可
決
】

･
総
額

４
億
３，

８
０
０
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
予
算
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

･
総
額

４
億
４，

２
０
０
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

予
算
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
【
可
決
】

･
総
額

９
５
６
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
【
可
決
】

･
総
額

７，

４
０
０
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
【
可
決
】

･
総
額
（
支
出
）２

億
５，

７
１
７
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
土
地
開
発
公
社

予
算
の
報
告
に
つ
い
て
　
　
【
承
認
】

・
公
有
財
産
売
払
事
業
費

３，

２
３
４
万
６
千
円

・
保
有
地
に
係
る
支
払
利
息

１
７
６
万
４
千
円

《
議
員
提
案
》

○
奈
良
県
立
三
室
病
院
に
お
け
る
産
婦

意
　
　
見
　
　
書

・
主
な
補
正
内
容

老
人
医
療
給
付
費２，

１
７
２
万
２
千
円

○
平
成
19
年
度
安

町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
補
正

第
２
号
）

【
可
決
】

・
補
正
額

増
減
な
し

・
繰
越
明
許
費

６，

８
２
０
万
円

（
特
定
環
境
下
水
道
事
業
）

○
平
成
19
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

に
つ
い
て
（
補
正
第
２
号
）
【
可
決
】

・
補
正
額
１，

５
３
４
万
８
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

４
億
５，

３
３
３
万
３
千
円

・
主
な
補
正
内
容

電
算
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

２
８
４
万
８
千
円

保
険
給
付
費

１，

２
５
０
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

・
総
額

27
億
４，

１
０
０
万
円

○
平
成
20
年
度
安

町
国
民
健
康
保
険

平
成
20
年
度
予
算

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品

を
ご
使
用
の
皆
様
へ

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
に

よ
る
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。使

用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
を

使
用
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
点
検
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
源
コ
ー
ド
や
プ
ラ
グ
が
異
常

に
熱
く
な
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

・
焦
げ
臭
い
に
お
い
が
し
た
り
煙

が
出
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

・
異
常
な
音
や
振
動
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

・
本
体
に
腐
食
し
た
箇
所
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

等

家
電
製
品
に
少
し
で
も
不
安
を

感
じ
た
ら
使
用
を
中
止
し
て
、
販

売
店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省
よ
り
お
知
ら
せ

人
科
医
師
の
確
保
及
び
安
定
し
た
産

科
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
【
可
決
】

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
安

町
議

会
と
し
て
奈
良
県
知
事
に
提
出
い
た
し

ま
し
た
。
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●　お知らせ ●

国
民
年
金
保
険
料
の
平
成
20
年
度
４
月
か
ら
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
に
つ
い
て

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被

保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に
つ

い
て
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
本
人
の
所
得
及
び
在
学
す
る
学
校
に
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
家
族

の
方
の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。）

事
故
や
病
気
等
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
で
、「
障
害
基
礎
年
金
」
を
受
け
る
た

め
に
は
、
一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
が

必
要
で
す
が
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の

承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
同
様
に
当
該
要
件
の
対

象
期
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一
の

時
に
も
安
心
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
納
付
済
期
間

等
が
25
年
以
上
必
要
で
す
。
学
生
納
付

特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

こ
の
25
年
以
上
と
い
う
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
の
対

象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
将
来
、
よ
り
多
く
の
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
10
年
間
の
う
ち

に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
承
認
を
受
け
た
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
猶
予
さ
れ
て
い
た
と
き
の

保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま

す
。保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
納
付

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
社
会
保
険

事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
保

険
料
を
納
付
す
る
ほ
う
が
お
得
で
す
。

保
険
料
の
後
払
い
（
追
納
）
は
、
保

険
料
が
高
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

安
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、

口
座
振
替
の
早
割
制
度
、
保
険
料
の

前
納
制
度
を
ご
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す

詳
し
く
は
、
奈
良
社
会
保
険
事
務
所

1
０
７
４
２
―
35
―
１
３
７
０

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
平
成
19
年

３
月
31
日
付
け
で
辞
め
ら
れ
た
、
藤
岡

ス
ミ
子
氏
に
、
３
月
14
日
付
け
で
、
永

年
に
渡
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
代
わ
り
安

町

長
よ
り
特
別
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

藤
岡
ス
ミ
子
様
多
年
に
渡
り
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

申
請
手
続
に
つ
い
て

〜
毎
年
度
、
申
請
が
必
要
で
す
〜

安

町
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
申
請
手
続
が
で
き
ま
す
。

（
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
）

年
金
手
帳
、
在
学
証
明
書
又
は
学

生
証
の
写
し
、
印
鑑
、
所
得
証
明
書

（
課
税
所
得
が
あ
る
方
で
平
成
18
年

１
月
１
日
時
点
の
住
所
と
申
請
時
点

の
住
所
が
異
な
る
場
合
）、
会
社
を

退
職
さ
れ
た
方
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
等
の
写
し
（
課
税
所
得
が
あ
る

方
で
退
職
（
失
業
）
を
理
由
に
申
請

す
る
場
合
）

※
社
会
保
険
庁
か
ら
学
生
納
付
特
例

申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
さ
れ

た
方
は
、
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
ご

返
送
く
だ
さ
い
。（
役
場
で
の
申

請
手
続
は
不
要
と
な
り
ま
す
。）

お
問
い
合
せ

安

町
役
場
　
住
民

課
　
1
０
７
４
３
―
57
―
１
５
１

１
（
内
線
２
２
３
）

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

の
受
賞
の
お
知
ら
せ
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●　お知らせ ●

相
談
日

5
月
12
日
（
月
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

5
月
人
権
、行
政
相
談
日

平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら

住
民
窓
口
で
の
法
律
上
の

ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
。

偽
り
の
届
出
や
不
正
な
申
請
を
な
く

す
為
に
大
き
く
左
記
の
２
点
に
つ
い
て

法
律
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
婚
姻
届
や
養
子
縁
組
届
な
ど
の
戸
籍

届
出
、
又
は
転
入
届
や
転
出
届
な
ど

の
住
民
異
動
届
出
の
際
の
本
人
確
認

が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

届
出
の
際
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
の
公
的
身
分
証
明
書
類
を

提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
本
人
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
後
日
役
場
か
ら
届
出
人
に
対
し
て

届
出
が
あ
っ
た
旨
の
通
知
書
を
送
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
戸
籍
関
係
証
明
書
、
住
民
票
関
係
証

明
書
を
取
得
す
る
際
の
要
件
や
手
続

き
な
ど
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

証
明
書
類
を
取
得
す
る
に
は
正
当

な
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
申

請
書
に
詳
し
く
記
載
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
、
申
請
者
の
本
人
確
認
も

行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

代
理
人
申
請
の
場
合
は
今
ま
で
通
り

委
任
状
が
必
要
で
あ
り
、
代
理
権
限
等

の
確
認
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

偽
り
の
届
出
、
不
正
な
申
請
を
し
た

者
に
対
し
て
は
、
新
た
に
刑
罰
が
科
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
れ

ば
、
役
場
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

役
場
住
民
課

1
57
―
１
５
１
１
（
内
線
２
１
３
）

６
月
１
日
は
人
権
養
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

私
た
ち
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持

つ
「
人
権
」
に
関
し
、
困
っ
た
事
や
被

害
を
受
け
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

安

町
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
３
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
人

権
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。 ご

存
知
で
す
か

６
月
の
人
権
相
談
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
６
月
２
日
（
月
）

・
６
月
11
日
（
水
）

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

役
場
３
階
会
議
室

※
６
月
11
日
は
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
。

詳
細
は
役
場
総
務
課
ま
で

1
57
―
１
５
１
１

固
定
資
産
税
（
第
１
期
分
）
・
軽
自

動
車
税
の
納
期
限
は
、
６
月
２
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
納
期
限
内

の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

税
金
の
納
付
に
便
利
で
安
全
な
口
座

振
替
制
度
が
あ
り
、
お
忙
し
い
人
に
は

最
適
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
）

最
近
テ
レ
ビ
等
で
「
長
寿
医
療
制
度
」

と
い
う
言
葉
を
お
聞
き
に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
長
寿
医
療
制
度
」

は
、
あ
く
ま
で
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
の
通
称
で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
通
称
に
つ
い
て

期
限
内
に
納
税
を

毎

　
毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：役場産業課　157－1511
毎月第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます
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毎
日
の
生
活
の
中
で
、
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

た
と
え
ば
、

・
学
校
が
楽
し
く
な
い

・
友
達
と
の
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
子
ど
も
の
様
子
が
気
に
な
る

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

安

小
学
校

遠え
ん

藤ど
う

充み
つ

彦ひ
こ

先
生

相
談
日
時

木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

対
象
者

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

予
約
及
び
問
い
合
せ

①
安

小
学
校
（
太
田
）

1
57
―
２
０
０
４

②
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
直
通
電
話

1
58
―
３
９
０
０

安

中
学
校

谷た
に

緑
み
ど
り

先
生

相
談
日
時

金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

対
象
者

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

予
約
及
び
問
い
合
せ
先

①
安

中
学
校
（
石
田
）

1
57
―
２
０
２
８

②
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
直
通
電
話

1
58
―
３
８
２
２

小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
お
母
様
方
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
幼
稚
園
を
開
放

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

誘
い
合
わ
せ
て
遊
び
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

日
　
時

５
月
21
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
の
間
で
随
時

場
　
所

園
庭
及
び
保
育
室

対
　
象

未
就
園
児
と
保
護
者

持
ち
物

必
要
な
方
の
み
・
・
お
茶
、

上
靴
、
着
替
え

問
い
合
せ

だ
い
ど
う
幼
稚
園

1
57
―
３
５
５
６

日
時

５
月
14
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜

《
雨
天
の
場
合
は
５
月
15
日
（
木
）
》

場
所

安

町
中
央
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場

参
加
資
格

町
内
在
住
者

日
時

５
月
16
日
（
金
）

ペ
タ
ン
ク
大
会

午
前
９
時
〜

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

午
後
１
時
〜

《
雨
天
の
場
合
は
５
月
23
日
（
金
）
》

場
所

安

町
中
央
公
園
多
目
的
広
場

参
加
資
格

町
内
在
住
者

問
い
合
せ

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
福
祉
課
　
1
57
―
１
５
９
０

安

町
陶
芸
展
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

期
間

五
月
二
二
日
（
木
）
〜
五
月
二

五
日
（
日
）

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格

町
在
住
及
び
在
勤
の
方

出
品
点
数

１
人
３
点
以
内

大
き
さ
・
題
材

自
由

申
込
・
搬
入
期
間

五
月
一
五
日
（
木
）

〜
五
月
一
八
日
（
日
）

申
込
・
搬
入
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出

五
月
二
六
日
（
月
）
よ
り

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
で
す
。
出
品
作
品
に

つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
い
た
し
ま
す

が
万
一
破
損
・
汚
染
の
場
合
は
責
任
を

お
い
か
ね
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
御
了

承
願
い
ま
す
。

問
い
合
せ

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

1
57
―
２
２
８
１

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
よ
り

安

町
陶
芸
展
作
品
募
集

安

町
主
催

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ペ
タ
ン
ク
大
会

だ
い
ど
う
幼
稚
園

園
開
放
の
お
知
ら
せ
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３
月
に
安

桜
遊
会
（
岡
崎
川
に
桜

を
育
て
る
会
）
の
皆
さ
ん
や
、
桜
の
里

親
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

中
央
公
園
多
目
的
広
場
北
側
の
岡
崎
川

両
岸
に
90
本
の
桜
苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。

数
年
後
に
は
見
事
な
桜
並
木
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

東
安

の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ア
ス
カ
３

棟
の
東
側
で
き
れ
い
に
桜
が
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

古
の
歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち
安

町
と
そ
の
周
辺
の
文
化
・
歴
史
を
学
び

つ
つ
、
ガ
イ
ド
の
実
践
方
法
を
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
。
郷
土
の
歴
史
観
光
に
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

①
第
１
回
　
５
月
19
日
（
月
）

「
安

町
の
歴
史
と
伝
統
文
化
」

講
師

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

学
芸
員
　
橋
本
　
紀
美
氏

場
所

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

②
第
２
回
　
５
月
26
日
（
月
）

「
富
本
憲
吉
の
世
界
」

講
師

富
本
憲
吉
記
念
館

副
館
長
　
山
本
　
茂
雄
氏

場
所

富
本
憲
吉
記
念
館

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

③
第
３
回
　
６
月
16
日
（
月
）

「
奈
良
県
の
観
光
」

講
師

畿
央
大
学

講
師
　
濱
浦
　
義
勲
氏

場
所

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

④
第
４
回
　
６
月
23
日
（
月
）

「
安

町
の
ガ
イ
ド
の
実
践
」

講
師

安

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
会
員

場
所

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館
前

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

※
主
催
は
い
ず
れ
も
安

観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
す
。
な
お
、
参
加
料

は
無
料
で
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
は

塚
崎
清
彦
　
1
57
―
３
５
７
１

大
西
嘉
子
　
1
57
―
３
８
７
７
ま
で

標
題
の
件
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
15
日
（
日
）

受
付

９
時
30
分

開
始

10
時
00
分

場
所

平
群
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

1
０
７
４
５
―
45
―
２
１
０
１

会
費

１，

０
０
０
円

（
昼
食
・
賞
品
に
充
当
）

対
局

イ．

ブ
ロ
ッ
ク
別

ロ．

５
局
打
ち

申
込
み
締
切

５
月
31
日
（
土
）

申
込
み
先

安

町
囲
碁
ク
ラ
ブ

世
話
人
代
表

塩
見
征
夫

1
57
―
３
８
７
０

日
時

５
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

歌
、
お
ど
り
、
体
操
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
太
極
拳
、
ゲ
ー
ム
、
呼
び

か
け
等
全
員
参
加
型
交
流
会
で
す
。

「
お
互
い
の
活
動
を
認
め
合
い
、

し
っ
か
り
と
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
町
民
の
皆
様
の
親
睦

と
健
康
を
願
う
自
主
的
な
活
動
で
す
。

大
き
な
仲
間
の
輪
（
和
）
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

主
催

ネ
ッ
ト
あ
ん
ど
協
働
た
い
連
絡
会

ふ
れ
あ
い
あ
ん
ど
元
気
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会

桜
の
苗
木
の
植
樹
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

見
つ
け
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

第
5
回
生
駒
郡
囲
碁
大
会
の
ご
案
内

第
4
回
ネ
ッ
ト
あ
ん
ど
協
働
た
い

「
交
流
会
」
＆
第
5
回
ふ
れ
あ
い

あ
ん
ど
元
気
フ
ェ
ス
タ
　
同
時
開
催
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第２の扉　⑲第２の扉　⑲

乳幼児期の子育て乳幼児期の子育て

乳幼児期の子育て体験談

て
い
か
か
ず
ら

振
り
子

同
じ
長
さ
の
糸
の
先
に
重
さ
の
違
う

お
も
り
を
つ
け
て
振
り
子
運
動
を
さ
せ

る
。
そ
の
時
、
一
往
復
に
か
か
る
時
間

に
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る
か
。
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
子
ど
も
が
、
重
い
お
も
り
の
方

が
時
間
は
短
い
と
答
え
る
。

実
際
に
確
か
め
る
と
何
度
繰
り
返
し

て
も
、
長
さ
が
同
じ
な
ら
お
も
り
の
重

さ
に
関
係
な
く
同
じ
時
間
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

そ
の
結
果
に
子
ど
も
た
ち
は
少
し
驚

く
が
、
そ
れ
か
ら
先
へ
行
か
な
い
。
そ

う
言
っ
て
、
あ
る
理
科
の
先
生
が
嘆
い

て
お
ら
れ
た
。
そ
う
か
で
終
っ
て
、
な

ぜ
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問

を
抱
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
別
の
先
生
と
話
し
合
っ

た
。
た
ぶ
ん
、
教
え
ら
れ
す
ぎ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
正
し
い
答
え
が
分
か
る
こ

と
が
大
事
な
の
だ
と
し
つ
け
ら
れ
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
が

そ
の
先
生
の
答
え
だ
っ
た
。

ま
た
別
の
先
生
は
、
遊
び
の
中
か
ら

疑
問
を
見
つ
け
る
と
い
う
経
験
が
少
な

い
か
ら
だ
ろ
う
と
答
え
ら
れ
た
。
皆
さ

ん
は
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

（
文
責
　
中
川
）

子育て真っ最中のお母さん達は、どのようにして子どもと心を通わせるかと、いろいろ考え工夫をさ
れています。今月は、仕事を持っているお母さんが、毎日の忙しいくらしの中で、子どもとゆっくり接
する時間をつくることを大切にしてこられた体験談を紹介します。忙しい毎日であるからこそ、子ども
と接する時間が必要で、そうすることで、子どもにお母さんの気持ちが伝わり、安心感が生まれるので
はないでしょうか。

私には今、中学生の息子
がいます。その息子が２才
になった時、保育園に入園
させてもらいました。
夕方、保育園に迎えに行くと、数人のお友達がい

ても、息子はカバンを肩から掛けて、帽子もかぶり、
ジッと座って私を待っていました。息子が私の姿を
見つけると、走ってきて私のふとももにギュゥッと
しがみつき、顔をうずめて、しばらくジッとしてい
ました。私が「ただいま」って言うと、顔を上げて、
ニコッとして「おかえりなさい」って言ってくれま
す。そんな息子が愛しく、また、淋しい思いをさせ
て、ゴメンネっていう気持ちが込みあげてきました。
そういう日は、いつもよりも長く子どもと接する時
間をつくります。一緒におやつを食べながら、一日
の出来事をいっぱい聞いて、子どもとのおしゃべり
を楽しみました。
でも、いつも心の片隅に『２才といえば、まだ親

から離れたくない時期なのに、淋しい思いをさせて

きたのではないだろうか
…』って、ずっと思ってき
ました。
今、この体験談を書く事

がきっかけとなり、中学生になった息子に、当時、
淋しい思いをしていたのか聞くことができました。
息子は、「その時は淋しかったかも知れんけど、

今は淋しかった記憶よりも、お母さんはいつも側に
いてくれてたっていう記憶があるで。」って言って
くれました。
子育てをしてい

く中で、時間が無
いと思わず、時間
はつくるものと考
え、忙しい時でも
時間をつくって子
どもと接してきて
良かったと思いま
した。

今、聞けたこと
匿名希望

赤子は肌をはなすな
幼子は肌をはなせ　手をはなすな
少年は手をはなせ 目をはなすな
青年は目をはなせ　心をはなすな

（前スクールカウンセラー　石田陽彦先生の講演より）
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シリーズ　⑲シリーズ　⑲

第１の扉　⑲第１の扉　⑲

学校教育は今…学校教育は今…

「安 いきいき子どもクラブ」活動しています！
小学校では、毎週１回、「安 いきいき子どもクラブ」を実施しています。放課後の45分間、１年生が
地域の様々な団体で活動されている方々といっしょに活動しています。紙芝居や本を読んでもらったり、
運動を教えてもらったり、安全な生活について教えてもらったり、遊びを教えてもらったりといろいろ
な体験をしています。子ども達は、目をキラキラ輝かせて楽しい時間を過ごしています。

これからも学校・家庭・地域が一体となり、子ども達を見守り、育てましょう！

「安 いきいき

子どもクラブ」

活動の様子

（写真は平成19年度の様子）
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●　お知らせ ●

西
暦
２
０
１
０
年
、
平
城
京
の
誕
生

か
ら
１
３
０
０
年
の
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
ま
す
。
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭

は
、
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
を
機
に
、

日
本
の
歴
史
・
文
化
が
連
綿
と
続
い
た

こ
と
を
〝
祝
い
、
感
謝
〞
し
、
と
も
に

〝
日
本
の
は
じ
ま
り
　
奈
良
〞
を
素
材

に
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
日
本
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
奈
良
県
は
も
ち
ろ
ん
県
下
全

市
町
村
が
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
す

る
の
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
計
画
が
で
き
次
第
広
報
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

平城遷都1300年記念事業�
を応援しています�

理
事﹇
健
康
福
祉
課
担
当
﹈
兼

健
康
福
祉
課
長

L
間
　
俊
和
〈
理
事
﹇
健
康
福
祉
課
担
当
﹈〉

保
育
園
長

中
川
　
裕
子
〈
保
育
園
副
園
長
〉

保
育
園
副
園
長

L
木
　
和
美
〈
保
育
園
主
査
保
育
士
〉

健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師
﹇
住
民
課
〔
特
定

健
診
・
保
健
指
導
〕
併
任
﹈

岡
田
眞
地
子
〈
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師
〉

健
康
福
祉
課
保
健
師
﹇
住
民
課
〔
特
定
健

診
・
保
健
指
導
〕
併
任
﹈

佐
多
　
恵
子
〈
健
康
福
祉
課
保
健
師
〉

《
平
成
20
年
３
月
31
日
付
退
職
》

健
康
福
祉
課
長

入
江
　
純
子

保
育
園
長

塩
野
　
博
子

一
般

係
長
級

課
長
補
佐
級

主
幹
級

理
事

事
務
局
長
﹇
監
査
委
員
部
局
併
任
﹈

近
藤
　
善
敬
〈
議
会
事
務
局
長
〉

事
務
局
書
記
﹇
監
査
委
員
部
局
併
任
﹈

吉
川
　
明
宏
〈
議
会
事
務
局
書
記
〉

事
務
局
書
記

近
藤
　
善
敬
〈
議
会
事
務
局
よ
り
併
任
〉

事
務
局
書
記

吉
川
　
明
宏
〈
議
会
事
務
局
よ
り
併
任
〉

事
務
局
　
教
育
主
幹
兼
社
会
教
育
係
長

久
保
　
茂
樹
〈
奈
良
県
教
育
委
員
会
よ
り

割
愛
〉

《
平
成
20
年
３
月
31
日
付
退
職
》

{

奈
良
県
教
育
委
員
会
へ}

事
務
局
教
育
主
幹
兼
社
会
教
育
係
長

猶
原
　
寿
彦

教
育
主
幹

書
記

書
記

局
長

町
長
部
局

役
場
職
員
・
教
職
員
の
異
動
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

教
育
委
員
会
部
局

監
査
委
員
部
局

《
安

小
学
校
》

【
転
出
】

教
頭
　
熊
野
　
惠
次
（
安

小
学
校
校
長
へ
）

教
諭
　
松
村
　
公
世
（
河
合
第
二
小
学
校
へ
）

教
諭
　
片
岡
　
幸
一
（
平
和
小
学
校
へ
）

【
転
入
】

校
長
　
熊
野
　
惠
次

（
安

小
学
校
教
頭
よ
り
）

教
頭
　
猶
原
　
寿
彦

（
安

町
教
育
委
員
会
よ
り
）

教
諭
　
杉
村
須
美
子

（
河
合
第
二
小
学
校
よ
り
）

教
諭
　
吉
村
　
正
浩

（
奈
良
県
教
育
委
員
会
教
育
総
務
室
よ
り
）

教
諭
　
後
藤
　
壮
史
（
新
規
採
用
）

【
退
職
】
《
平
成
20
年
３
月
31
日
付
退
職
》

校
長
　
西
岡
　
克
次

《
安

中
学
校
》

【
転
出
】

教
諭
　
岡
本
　
晃
隆
（
広
陵
東
小
学
校
教
頭
へ
）

教
諭
　
久
保
　
茂
樹
（
安

町
教
育
委
員
会
へ
）

教
諭
　
松
村
　
雅
嗣
（
奈
良
西
養
護
学
校
へ
）

教
諭
　
吉
中
　
和
樹
（
上
牧
中
学
校
へ
）

養
護
教
諭
　
平
岡
　
淳
子
（
壱
分
小
学
校
へ
）

【
転
入
】

教
諭
　
北
村
　
雄
一
（
大
淀
中
学
校
よ
り
）

教
諭
　
藤
村
　
祐
紀
（
新
規
採
用
）

教
職
員

議
会
事
務
部
局
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生涯学習クラブ紹介生涯学習クラブ紹介

新しい出会いと楽しい活動を通して、仲間づくりや地域社会の発展に貢献してみませんか。

No ク　ラ　ブ　名 代表者・TEL 内　　容　　紹　　介 活　動　日

竹内佐江子
1 コーラスあんどユー

57-3787

山本　寿男
2 書道クラブ

57-4858

山本　寿男
3 絵画クラブ

57-4858

小川奈美江
4 陶芸第１Ａクラブ

57-3595

光島麻莎子
5 陶芸第１Ｂクラブ

57-2387

高橋　忠夫
6 第２陶芸クラブＡ

57-3452

岡　　橿夫
7 第２陶芸クラブＢ

57-4122

谷川　定子
8 アートフラワークラブ

57-2514

吉田　茂子
9 手描友禅

57-2093

池田　昌子
10 陶芸第３クラブＡ

57-4608

西野　久美
11 陶芸第３クラブＢ

57-3456

斧田　米子
12 パッチワークはなみずき

57-2164

樫本多美子
13 パッチワーク直子会

57-2732

中原　菊子
14 着物着付クラブ

57-3151

沼田　トシ
15 生花クラブ

57-4403

高木久仁子
16 手話サークル栞の会

56-8662

柳本　　寿
17 陶芸土曜クラブ（Ａ）

57-2693

吉田　智子
18 陶芸土曜クラブ（Ｂ）

57-5923

塩見　征夫
19 安　囲碁クラブ

57-3870

小菅　正弘
20 安　写友会

57-3811

月曜日　３回

10：00～12：00
第２・４月曜日

10：00～12：00
毎週　月曜日

13：00～17：00
第１・３木曜日

9：00～12：00
第１・３木曜日

13：00～17：00
第２・４木曜日

9：00～12：00
第２・４木曜日

13：00～17：00
第３木曜日

9：00～12：00
毎週金曜日

9：00～12：00
第１・３金曜日

9：00～12：00
第１・３金曜日

13：00～17：00
第２金曜日

9：00～12：00
第２金曜日

13：00～16：00
第３金曜日

9：30～12：00
第１・３土曜日

9：00～12：00
第1・3・4 土曜日
14：00～16：00
第２・４土曜日

9：00～12：00
第２・４土曜日

13：00～17：00
毎週　　土曜日

13：00～17：00
第２　　日曜日

13：30～17：00

平成２年に文化祭で歌ってから今年の文化祭で19年になります。コーラ
スの火を消さない様にがんばっています。男女を問いません。歌の好き
な方一緒にコーラスをしませんか。

クラブには書道を親しむことで、生活に潤いやゆとりを持ちたいという
人達が集まり、力量に応じた適切な指導を得て、楽しく活動しています。
興味のある方は気軽にご連絡ください。初めての方も大歓迎です。

クラブでは創作を楽しみ、会話に親しむなごやかな気分に満ちています。
各人の力量に応じた指導を得て、伸びやかに学んでいます。初心者の方
も大歓迎です。興味のある方は気軽にご連絡ください。

私達クラブは、陶芸が好きで陶芸を通して交流を深め月２回活動してい
ます。又年１回の研修旅行もあり楽しんでいます。初めての方も大歓迎
です。

私達クラブは、陶芸が好きで陶芸を通して交流を深め月２回活動してい
ます。又年１回の研修旅行もあり楽しんでいます。初めての方も大歓迎
です。

私たちのクラブは、土を通して交流を深め創作活動をしています。
興味のある方は気軽に連絡ください。初めての方も大歓迎です。

私たちのクラブは、土を通して交流を深め創作活動をしています。
興味のある方は連絡してください。初めての方も大歓迎です。

私たちのクラブは、布から色々な花を先生を中心に和やかな雰囲気の内
で作っています。月一回個々のペースで作り上げることができます。興
味のある方は気軽に連絡ください。初めての方も大歓迎です。

自分だけのオリジナルが出来ます。自由教材、下絵ありです。

陶芸が好きで制作活動を通して交流を深め、月２回活動しています。
初めての方も大歓迎です。気軽に連絡してください。

私たちのクラブは、作品を通して交流を深め、月２回活動をしています。
興味のある方は気軽に連絡ください。初めての方も大歓迎です。

私たちクラブは、布が好き布を通して色彩感覚を身につけ世界に１つだ
けの自分のカバンや小物、タペストリーを作り交流を深めています。興
味のある方は気軽に連絡ください。初めての方も大歓迎です。

手作りの好きな仲間が集まって毎月１回直子先生を囲んで、パッチワー
クの作品を作っているクラブです。興味のある方大歓迎です。お待ちし
ています。

私達のクラブは、着物が好きで着付を通して交流を深め、月一回活動し
ています。着物に興味のある方は気軽に連絡ください。初めての方も大
歓迎です。

私達のクラブは、月二回生花を楽しみながら会員相互の交流を深めてい
ます。美しい花のある毎日、心豊かな日々を過ごしませんか。初めての
方もどうぞ見学にお越しください。

私たちのサークルは、聴覚障害者の方々と手話を通して交流すること等
のために活動しています。興味のある方はご気軽にご参加ください。

安 町に居住・勤務する人達（特に働く若い女性が多い）により、互い
の親睦と技術の向上と表現の研究を通じた創作陶芸により地域社会への
貢献を目指すクラブ活動です。初めての方も大歓迎です。

安 町に居住・勤務する人達（特に働く若い女性が多い）により、互い
の親睦と技術の向上、表現の研究を通じた創作陶芸により地域社会への
貢献を目指すクラブ活動です。初めての方も大歓迎です。

会員の交流と親睦を図り囲碁能力の向上に努める。

※内容の詳細については、各クラブの代表者の方に直接問い合せください。

被写体は風景、行事、スナップ等自由です。野外の自然を撮り歩き交遊を深
めカメラを楽しむ者同志の集まりです。写真はフィルム愛好者が主流で活動
は原則毎月第２日曜日に撮影会（主に近畿地方）、例会・講評会を行います。
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特
別
陳
列

―
没
後
１
４
０
年
、

幕
末
を
駆
け
た
若
き
志
士
―

期
　
間
　
５
月
11
日（
日
）ま
で
開
催

当
館
に
幕
末
今
村
文
吾
が
開
い
た
晩ば
ん

翠
堂
す
い
ど
う

塾
の
門
下
生
で
あ
っ
た
三
枝
は
、

の
ち
天
誅

て
ん
ち
ゅ
う
組
の
変
や
パ
ー
ク
ス
事
件
に

か
か
わ
っ
た
志
士
で
し
た
。
彼
の
没
後

１
４
０
年
に
あ
た
り
、
関
連
資
料
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
）

休
館
日

毎
週
火
曜
日

（
５
月
６
日
は
開
館
、
翌
７

日
が
休
館
で
す
）

かきつばた

5555月月月月 のののの 花花花花

観
覧
料

大
人
２
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
　
１
０
０
円

小
・
中
学
生
　
50
円
、

団
体
割
引
30
名
か
ら

花
の
下
に
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
職
員
に
よ
る
展
示
解
説
）

館
内
の
花
の
も
と
、
展
示
の
話
を
い

た
し
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
約
30
分

場
　
所

当
館
展
示
室
内
、
他

入
館
者
は
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す

当
町
の
伝
統
技
術
で
あ
る
灯
芯
ひ
き

と
、
ぞ
う
り
を
手
作
り
し
ま
す
。
は
じ

め
て
の
方
も
指
導
を
受
け
な
が
ら
体
験

で
き
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
費

入
館
料
が
必
要
で
す

申
込
み

そ
れ
ぞ
れ
10
名
ま
で

（
申
込
み
順
）

※
先
に
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
の
方
は
ズ
ボ
ン
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

灯
芯
ひ
き
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

体
験
会

三
枝

さ
え
ぐ
さ

蓊
し
げ
る

資
料
展

展
示
期
間
中
の
催
し

●　お知らせ ●

三枝蓊筆・笹図

日
時
　
５
月
24
日
（
土
）

午
前
９
時
集
合

種
目

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

ス
リ
ー
タ
ッ
チ

室
内
ペ
タ
ン
ク
等

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
・

年
齢
不
問
・
親
子
で
の
参

加
歓
迎

受
付

当
日
受
付

問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

�
�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

��
��
��大

会
の
お
知
ら
せ

大
会
の
お
知
ら
せ

●
　
ス
ポ
ー
ツ

●

健
康
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
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●　お知らせ ●

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

母子健康手帳・健康診査
アンケート（保護者記入
欄に記入）・子どもが飲
むお茶（手づくりおやつ
の試食があります。）

母子健康手帳・バスタオル・アン
ケート用紙・健康診査・相談・教
室アンケート・予防接種予診票
綴り（新しい予防接種予診
票と差し替えますので冊子
ごとお持ちください）

母子健康手帳

１歳６か月児
健　康　診　査
＊こあらっこ
広場同時開催

５月27日（火）
午後１時15分～
２時受付

平成18年７月25日～
11月27日生まれ

身体計測、内科・歯科健
診、栄養・歯科・育児相談
＊食生活改善推進員に
よる手づくりおやつの
試食があります。

身体計測、栄養・育
児相談、絵本との出
会い

７　か　月　児
健　康　相　談

５月28日（水）
午前９時30分～
９時45分受付

満６・７か月児

実際に見て味わって
みましょう

離乳食ミニ講座
７か月児健康相談終
了後に開催（午前10
時45分くらいから）

乳児とその保護者

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（役場ロビー）

５月２日（金）・６月５日（木）
午前９時～10時30分受付

健康手帳町住民
血圧・体脂肪・腹囲測定、尿検
査、尿中塩分濃度測定（料金２
回分で100円）、開眼片足立ち

お と な

問い合せ 福祉保健センター内　健康福祉課　157－1591 ＦＡＸ57－1592

妊
娠
中
の
こ
と
、
出
産
や
育
児
の
こ

と
、
い
ろ
い
ろ
知
り
た
い
な
・
・
・
な

ど
思
っ
て
お
ら
れ
る
妊
婦
さ
ん
や
ご
家

族
の
方
、
安

町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ

ス
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

日
程①

６
月
６
日（
金
）
②
６
月
11
日（
水
）

③
６
月
17
日（
火
）
④
６
月
20
日（
金
）

４
回
１
コ
ー
ス
で
す
。
い
ず
れ
も
９

時
20
分
開
始
。
終
了
予
定
時
間
は
正
午

で
す
。
た
だ
し
２
回
目
は
調
理
実
習
が

あ
り
、
午
後
２
時
30
分
頃
終
了
し
ま
す
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
動
き
や
す

い
服
装

②
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
み
そ
汁

１
０
０
ｃ
ｃ
程
度

④
は
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

手
鏡

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ス

の
ご
案
内

どんどん
参加して友達の
輪を広げよう

内
容

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、
分
娩
時

の
対
応
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
、
歯
や
食

事
に
つ
い
て
、
調
理
実
習
、
手
作
り

ア
ル
バ
ム
、
絵
本
で
子
育
て
、
沐
浴
、

み
そ
汁
塩
分
測
定
（
食
生
活
改
善
推

進
員
よ
り
）、
赤
ち
ゃ
ん
と
先
輩
マ
マ

と
の
交
流
会
な
ど

参
加
費

５
０
０
円

●
妊
娠
中
の
方
へ
●

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
お
母

さ
ん
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に
妊
娠

中
の
健
康
診
査
は
大
切
で
す
。

定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
必
要
な
健
康
診
査
の
目
安

妊
娠
23
週
ま
で
月
１
回
以
上

妊
娠
24
週
以
降
に
は
２
回
以
上

妊
娠
36
週
以
降
に
は
毎
週
１
回
で
す
。

安

町
で
は
平
成
20
年
度
の
妊
娠
届

出
の
方
よ
り
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の

公
費
負
担
が
１
回
か
ら
３
回
（
町
民
税

非
課
税
世
帯
は
４
回
）
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
内
容
等
は
左
記
ま
で
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ス
申
込
み
、

妊
娠
届
出
、
妊
娠
中
の
相
談
は

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２
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み ん な で 健 康h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康

死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
が

ん
。
10
年
後
の
あ
な
た
と
家
族
の
笑

顔
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
元
気
だ
か
ら
、

若
い
か
ら
関
係
な
い
？
？

20
歳
に
な
っ
た
ら
が
ん
年
齢
と
言

わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
若

い
か
ら
関
係
な
い
と
は
言
っ
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
安

町
健
康
福
祉
課
で

は
、
各
種
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
場
や
病
院
等
で
受
診
す
る
機
会
の

な
い
方
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
年
間
予
約
制
で

す
。

①
胃
部
X
線
検
診

②
便
潜
血
反
応
検
査

③
胸
部
X
線
検
診

④
乳
部
X
線
検
診

（
視
触
診
の
検
診
・

視
触
診
と
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
併
用

検
診
）

（
Ｈ
20
年
度
は
医
療

機
関
で
の
個
別
検

診
の
み
）

⑤
子
宮
頸
部
検
診

＊
こ
ん
な
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
＊

・
自
覚
症
状
の
あ
る
方→

す
ぐ
に
病

院
へ
行
き
ま
し
ょ
う

・
医
療
機
関
で
経
過
観
察
の
指
示
の

あ
っ
た
方→

医
療
機
関
で
検
診

・
今
ま
で
の
検
診
で
精
密
検
査
で
あ

っ
た
が
、
受
診
し
て
い
な
い
方→

病
院
で
精
密
検
査
を
う
け
て
く
だ

さ
い

健
康
は
、
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
の
大
切
な
資
源
で
す
。
定
期
的
に

あ
な
た
に
あ
っ
た
検
診
を
受
け
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
年
間

予
約
案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

至
急
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
基
本
健

康
診
査
は
医
療
保
険
者
に
よ
る
新
し

い
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
者
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
１

FAX
57
―
１
５
９
２

57.8％�

100.0％�

80.0％�

60.0％�

40.0％�

20.0％�

0.0％�

受診の動機別にみる3年生存率�

症状が出てから�
病院の外来で発見�

症状がないときに�
定期検診による発見�

86.5％�
検診で発見さ�
れる方が生存�
率もよく、治�
療の選択肢も�
多い。・・�
ということは、�
元気なときの�
検診が効果的!!

３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡

く
な
る
時
代
で
す
・
・
・

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
は
？

年
間
予
約
案
内
を
送
付
し
ま
し
た

締
め
切
り：

5
月
9
日
期
日
厳
守

① ② ③ ④女 ⑤女

20歳以上 ◎

35歳以上 ◎ ◎ ◎

40歳以上 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り�

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り�

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り�

安

駐
在
所
　

1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
57
―
２
６
０
３

《
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
・

安
心
の
街
》

通
報
先
　
1
1
0
番
（
警
察
本
部
）

1
0
7
4
5
―
72
―
0
1
1
0
（
西
和
警
察
署
）

1
0
7
4
3
―
57
―
2
6
0
3
（
安

駐
在
所
）

◇
着
用
し
て
下
さ
い

後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
大

切
な
「
命
」
を
守
り
ま
す
。（
後
部
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
）

車
に
乗
っ
た
ら
、
前
も
後
も
、
ま
ず
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
!!

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
１
０
０
％
へ
!!

●　健　　康 ●
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15 広報あんど　Heart Full Information

５月10日（土）
６月７日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後２時～２時20分

「大きい子の時間」（５歳～）
午後２時30分～３時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ

¡５月９日（金）
「絵本で子育て」
絵本に親しみ手遊びで遊びま
しょう。

¡６月13日（金）
「デイサービスとの

交流会」

午前10時30分開始
福祉保健センター３階

工作クラブ

５月28日（水）
午後４～５時

◎場所：福祉保健センター
会議室

◎道具はこちらで用意いた
します。
◎無料です。
お気軽に！

絵本のひろば
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から

５月２日（金）
５月16日（金）
６月６日（金）
６月20日（金）
午前10時30分～12時
（入退出自由）

主催　子育てボランティア
Be
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日�月�火�水�木�金�土�

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
5

月

“子ども読書週間（４／23～５／12）”です！
親子でいっしょに読書タイム
●第４回「本となかよし・おはなしひ
ろば」は楽しいイベントになりました。
ボランティアの皆さん、参加者の皆さ
ん、ありがとうございました。
●図書室ではテーマを決めて、絵本の
特集をしています。５月は『王子さま
（男の子）の活躍する本』です。
●このページでは、図書室で人気の本
と新着本を紹介しています。

1 2 3 4

図書館戦争

・30代で差をつける｢人生戦略｣ノート
・新わかさ探訪

・長男が危ない！（熱心な母親ほど要注意）

・大山鳴動してネズミ１００匹

・楊令伝（三）（北方謙三）

・泣き顔にＫＩＳＳ（ツムギ）

・この人と結婚するかも（中島たい子）

・予知夢（東野圭吾）

・三国志　第六巻（宮城谷昌光）

・余命１ヶ月の花嫁

おおととななのの本本棚棚

その住まいで

めんめん ばあ

医学のたまご

・ギネス世界記録2008

・ざりがにのあかくん

・崖の国物語　8

・サフィーの天使

・かいけつゾロリやせるぜ！ダイエット大さくせん

・うちの一階には鬼がいる！

ここどどもものの本本棚棚

・リサとガスパールのであい

・給食番長

・か・げ

絵絵　　　　本本



16町のうごき（４月１日現在） ■人口　8,107人（前月比５人減）男3,922人　女4,185人　■世帯数　3,228世帯（前月比　同じ　）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

●
広
報
安

第
４
２
６
号
　
２
０
０
８
年
５
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
務
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１
　
■
印
刷
／
橋
本
印
刷
株
式
会
社

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
月
十
三

日
、
伴
林
光
平
が
京
都
へ
護
送
さ
れ
る

直
前
、
獄
中
日
誌
「
南
山

な
ん
ざ
ん

踏
雲
録

と
う
う
ん
ろ
く

」
は

弟
子
で
奈
良
奉
行
所
の
与
力
で
あ
っ
た
、

橋
本
喜
久
右
衛
門
政
孝
（
一
八
二
二
〜

八
六
）
に
手
渡
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

原
本
は
光
平
の
援
助
者
で
あ
り
国
学

者
・
加か

納の
う

諸
平

も
ろ
ひ
ら

（
一
八
〇
六
〜
五
七
）

の
同
門
で
あ
っ
た
、
佐
々
木
春
夫
（
一

八
一
八
〜
八
八
、
当
時
は
大
阪
・
玉
造

に
在
住
、
光
平
の
長
男
光
雄
を
か
く
ま

っ
て
い
た
）
の
手
元
に
届
け
ら
れ
、
現

在
も
そ
の
ご
子
孫
に
よ
っ
て
大
切
に
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
誌
に
添
え
て
橋

本
の
手
紙
が
残
さ
れ
て
お
り
、
吉
見
良

三
氏
『
天
誅
組
紀
行
』（
一
九
九
三
年
刊
）

今
村
文
吾
の
墓
碑
17

に
も
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
南
山
踏
雲
録
一
冊
、
昨
冬
記

し
お
か
れ
、
密

ひ
そ
か

に
私
へ
相
渡
さ
れ
候

そ
う
ろ
う

。

も
っ
と
も
外
封
じ
の
上
書

う
わ
が
き

に

南
山
踏
雲
録
　
一
冊

御
一
覧
、
御
写
し
は
御
随
意
、
小
生

世
に
あ
ら
ば
手
も
と
へ
御
戻
し
、
さ
も

な
く
ば
薩
殿
（
大
坂
薩
摩
堀
・
願
教
寺
、

光
雄
が
身
を
寄
せ
て
い
た
）
が
玉
造
へ

な
り
と
も
御
遣
し

か
く
の
如
く
し
た
た
認
め
置
か
れ
候
、

私
も
内
密
に
致
し
置
き
、
当
春
に
至
り

人
し
れ
ず
間
合
い
間
合
い
に
写
し
置
き

候
に
付
、
本
書
は
先
ず
御
覧
に
入
れ
置

き
候
。
も
っ
と
も
世
に
あ
ら
ば
手
も
と

へ
戻
せ
、
と
申
し
書
き
に
御
座
候
え
ど

も
、
差
し
上
げ
置
き
候
。
御
勘
考
の
上
、

思
召

お
ぼ
し
め
し
の
程
幸
便
に
仰お

お

せ
下
さ
る
べ
く
候
。

御
相
談
か
た
が
た
御
内
々
に
御
覧
に
入

候
。
以
上

二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
原
文
を
書
下
し
に
変
更
）

こ
の
よ
う
に
、
文
久
四
年
（
一
八
六

四
）
二
月
十
三
日
と
い
え
ば
、
ま
さ
に

光
平
が
処
刑
さ
れ
る
三
日
前
の
こ
と
で

す
。
京
都
の
六
角
獄
舎
に
は
共
に
天
誅

組
に
加
わ
っ
た
同
士
ら
が
同
様
に
捕
え

ら
れ
て
お
り
、
内
十
八
名
と
共
に
命
を

落
と
し
て
い
る
の
で
す
。

門
弟
で
も
あ
っ
た
橋
本
は
、
託
さ
れ

た
記
録
を
十
月
以
来
密
か
に
手
元
に
保

管
し
、
原
本
を
少
し
ず
つ
書
き
写
し
、

師
匠
光
平
の
言
い
付
け
通
り
佐
々
木
氏

の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た
事
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。

二
月
十
六
日
は
、
長
州
勢
（
長
門

な
が
と

、

現
山
口
県
に
あ
っ
た
国
名
）
が
公
武
合

体
派
が
占
め
る
京
都
を
攻
め
た
事
件
、

い
わ
ゆ
る
蛤

は
ま
ぐ
り

御ご

門も
ん

の
変
が
お
こ
る
三
日

前
に
あ
た
り
ま
す
。

光
平
達
は
奉
行
か
ら
大
和
に
お
い
て

徒
党
を
企
て
、
皇
国
を
騒
が
せ
た
罪
に

よ
り
打
首
を
申
し
渡
さ
れ
、
そ
の
場
で

す
ぐ
承
知
す
る
請
け
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。「
今
に
至
っ
て
、
却
っ
て
皇
国
の

為
に
な
ら
な
い
と
仰
ら
れ
て
は
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。
心
に
は
一
点
の
く
も
り

も
あ
り
ま
せ
ん
が
潔
く
こ
の
罪
を
請
け

ま
す
」
と
の
意
思
を
記
し
、
仕
置
場
に

に
ひ
か
れ
、
一
人
ず
つ
斬き

ら
れ
ま
し
た
。

遺い

骸が
い

は
捨
て
る
よ
う
に
埋
め
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

享
年
五
十
二
歳
。
光
平
辞
世
の
句
と

し
て
、
斑
鳩
町
の
駒
塚
古
墳
上
に
立
つ

宝
篋
印
塔
に
も
刻
ま
れ
る
句
、

君
が
代
は
巖
と
と
も
に
動
か
ね
ば
、

く
だ
け
て
か
へ
れ
沖
つ
白
浪

ま
た
以
前
ご
紹
介
し
ま
し
た
今
村
へ

の
手
紙
に
も
あ
っ
た

ま
す
ら
お
の
屍
草
む
す
あ
ら
の
ら
に

さ
き
こ
そ
に
ほ
へ
や
ま
と
な
で
し
こ

の
二
句
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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